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1. 2019年3月期第2四半期の連結業績（2018年4月1日～2018年9月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 税引前利益 四半期利益
親会社の所有者に帰
属する四半期利益

四半期包括利益合計
額

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2019年3月期第2四半期 92,132 0.7 7,317 5.3 7,777 9.5 5,409 △0.3 3,371 2.6 5,144 △32.9

2018年3月期第2四半期 91,509 17.5 6,948 23.6 7,105 24.2 5,423 22.6 3,284 40.0 7,662 ―

基本的1株当たり四半期利益 希薄化後1株当たり四半期利益
円 銭 円 銭

2019年3月期第2四半期 51.81 ―

2018年3月期第2四半期 50.47 ―

(2) 連結財政状態

資産合計 資本合計 親会社の所有者に帰属する持分 親会社所有者帰属持分比率
百万円 百万円 百万円 ％

2019年3月期第2四半期 207,097 165,765 138,617 66.9

2018年3月期 206,423 162,445 136,849 66.3

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2018年3月期 ― 22.50 ― 22.50 45.00

2019年3月期 ― 22.50

2019年3月期（予想） ― 22.50 45.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2019年 3月期の連結業績予想（2018年 4月 1日～2019年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 税引前利益 当期利益
親会社の所有者に帰属

する当期利益
基本的1株当た

り当期利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 186,000 △1.2 15,000 14.0 15,000 ― 10,800 ― 6,700 ― 102.98

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更

① IFRSにより要求される会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

（注）詳細は、添付資料Ｐ.10「２.要約四半期連結財務諸表及び主な注記（５）要約四半期連結財務諸表に関する注記事項（会計方針の変更）」をご覧ください。

(3) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2019年3月期2Q 65,452,143 株 2018年3月期 65,452,143 株

② 期末自己株式数 2019年3月期2Q 390,588 株 2018年3月期 390,481 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2019年3月期2Q 65,061,590 株 2018年3月期2Q 65,061,691 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣

旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、

添付資料P．３「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明 

当第２四半期連結累計期間の売上高は、為替換算による影響及び北米・中国における四輪車用

製品の販売減少はあったものの、アジア・北米・日本のアルミ製品及びアジア・南米における二

輪車用製品の販売増加などにより、92,132百万円と前年同期に比べ0.7％の増収となりました。営

業利益は、為替影響及び材料市況の上昇はあったものの、増収効果及び原価低減などにより、

7,317百万円と前年同期に比べ5.3％の増益となりました。 

税引前四半期利益は7,777百万円（前年同期比9.5％増）、四半期利益は5,409百万円（同0.3％

減）、親会社の所有者に帰属する四半期利益は3,371百万円（同2.6％増）となりました。 

なお、セグメントごとの業績は以下のとおりです。 

 

日本 【売上高】 

 
 アルミ製品及び二輪車用製品の販売増加などにより、13,528百万円と前年同期に比べ

9.3％の増収となりました。 

  【営業利益】 

 
 増収効果及び為替影響はあったものの、新製品立上げに係る費用の増加及び材料市況

の上昇などにより、659百万円と前年同期に比べ51.3％の減益となりました。 

北米 【売上高】 

 
 四輪車用製品の販売減少及びメキシコ主要顧客の水害による生産休止影響などによ

り、18,808百万円と前年同期に比べ15.0％の減収となりました。 

  【営業利益】 

 
 減収影響はあったものの、原価低減などにより、301百万円の損失と前年同期に比べ

491百万円の損失の減少となりました。 

アジア 【売上高】 

 

 為替換算による影響及び中国の販売減少があったものの、インドネシア・インド・ベ

トナムの販売増加などにより、53,096百万円と前年同期に比べ4.5％の増収となりまし

た。 

  【営業利益】 

 
 為替影響及び材料市況の上昇はあったものの、増収効果などにより、6,364百万円と前

年同期に比べ5.3％の増益となりました。 
 

南米・欧州 【売上高】 

 

 為替換算による影響はあったものの、ブラジル市場の回復及び二輪車用前後輪連動ブ

レーキの適用拡大などにより、6,700百万円と前年同期に比べ8.4％の増収となりまし

た。 

  【営業利益】 

 
 為替影響はあったものの、増収効果などにより、518百万円と前年同期に比べ79.9％の

増益となりました。 
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（２）財政状態に関する説明 

① 資産、負債及び資本の状況 

当第２四半期連結会計期間末の資産合計は、207,097百万円となり、前連結会計年度末に比

べ674百万円増加しました。なお、各項目別の主な要因は次のとおりです。 

（流動資産） 

流動資産は121,246百万円となり、前連結会計年度末に比べ316百万円増加しています。これ

は主に棚卸資産の増加によるものです。 

（非流動資産） 

非流動資産は85,851百万円となり、前連結会計年度末に比べ357百万円増加しています。こ

れは主にその他の金融資産の増加によるものです。 

（流動負債） 

流動負債は33,198百万円となり、前連結会計年度末に比べ1,912百万円減少しています。こ

れは主に営業債務の減少によるものです。 

（非流動負債） 

非流動負債は8,134百万円となり、前連結会計年度末に比べ734百万円減少しています。これ

は主にその他の非流動負債の減少によるものです。 

（資本） 

資本は165,765百万円となり、前連結会計年度末に比べ3,320百万円増加しています。これは

主に利益剰余金の増加によるものです。 

 

② キャッシュ・フローの状況 

 当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、

37,600百万円となり、前連結会計年度末に比べ3,070百万円減少しました。当第２四半期連結

累計期間のキャッシュ・フローの状況は、以下のとおりです。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動の結果増加した資金は、5,818百万円（前年同期は8,237百万円の収入）となりまし

た。これは主に税引前四半期利益、減価償却費及び償却費の計上によるものです。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動の結果減少した資金は、7,921百万円（前年同期は3,694百万円の支出）となりまし

た。これは主に設備投資によるものです。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動の結果減少した資金は、675百万円（前年同期は2,394百万円の支出）となりまし

た。これは主に配当金の支払いによるものです。 

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

現時点における2019年３月期の業績見通しは次のとおりです。 

  売 上 高 営 業 利 益 税 引 前 利 益 当 期 利 益 

親会社の所有

者に帰属する

当 期 利 益 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） 
百万円 

190,000 

百万円 

15,000 

百万円 

15,000 

百万円 

10,800 

百万円 

6,700 

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） 186,000 15,000 15,000 10,800 6,700 

増  減  額（Ｂ－Ａ） △4,000 － － － － 

増  減  率（  ％  ） △2.1 － － － － 

（ ご 参 考 ） 前 期 実 績 

（ 2 0 1 8 年 ３ 月 期 ） 
188,221 13,162 △1,173 △4,708 △8,717 

 

 業績見通しの前提となる第３四半期以降の為替レートは、１米ドル＝109円を想定しています。 
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２．要約四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）要約四半期連結財政状態計算書

（単位：百万円） 
 

   
前連結会計年度 

（2018年３月31日） 
 

当第２四半期 
連結会計期間 

（2018年９月30日） 

資産        

流動資産        

現金及び現金同等物   40,669   37,600 

営業債権   27,701   25,745 

その他の金融資産   26,639   28,233 

棚卸資産   23,343   26,245 

その他の流動資産   2,577   3,424 

流動資産合計   120,930   121,246 

非流動資産        

有形固定資産   50,170   50,880 

無形資産   1,115   906 

持分法で会計処理されている投資   12,560   11,921 

その他の金融資産   18,290   19,764 

繰延税金資産   1,703   1,553 

その他の非流動資産   1,656   826 

非流動資産合計   85,494   85,851 

資産合計   206,423   207,097 
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（単位：百万円）

 

   
前連結会計年度 

（2018年３月31日） 
 

当第２四半期 
連結会計期間 

（2018年９月30日） 

負債及び資本        

負債        

流動負債        

営業債務   19,076   17,672 

借入金   3,164   4,847 

その他の金融負債   4,765   3,813 

未払法人所得税   1,347   1,199 

引当金   2,052   1,659 

その他の流動負債   4,705   4,007 

流動負債合計   35,110   33,198 

非流動負債        

借入金   372   265 

その他の金融負債   1   144 

退職給付に係る負債   2,726   2,959 

引当金   592   533 

繰延税金負債   3,614   3,758 

その他の非流動負債   1,563   474 

非流動負債合計   8,869   8,134 

負債合計   43,978   41,332 

資本        

資本金   3,694   3,694 

資本剰余金   3,908   3,908 

自己株式   △526   △526 

利益剰余金   123,713   125,714 

その他の資本の構成要素   6,060   5,827 

親会社の所有者に帰属する持分合計   136,849   138,617 

非支配持分   25,596   27,148 

資本合計   162,445   165,765 

負債及び資本合計   206,423   207,097 
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（２）要約四半期連結損益計算書及び要約四半期連結包括利益計算書

【要約四半期連結損益計算書】

（単位：百万円） 
 

   
前第２四半期連結累計期間 
（自 2017年４月１日 
至 2017年９月30日） 

 
当第２四半期連結累計期間 
（自 2018年４月１日 
至 2018年９月30日） 

売上高   91,509   92,132 

売上原価   △79,686   △79,518 

売上総利益   11,823   12,614 

販売費及び一般管理費   △5,034   △5,324 

その他の収益   518   202 

その他の費用   △359   △175 

営業利益   6,948   7,317 

金融収益   754   1,032 

金融費用   △95   △43 

持分法による投資損益   △502   △530 

税引前四半期利益   7,105   7,777 

法人所得税費用   △1,681   △2,368 

四半期利益   5,423   5,409 

         

四半期利益の帰属        

親会社の所有者   3,284   3,371 

非支配持分   2,139   2,038 

四半期利益   5,423   5,409 

         

１株当たり四半期利益        

基本的１株当たり四半期利益（円）   50.47   51.81 
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【要約四半期連結包括利益計算書】

（単位：百万円） 

   
前第２四半期連結累計期間 
（自 2017年４月１日 
至 2017年９月30日） 

 
当第２四半期連結累計期間 
（自 2018年４月１日 
至 2018年９月30日） 

四半期利益   5,423   5,409 

         

その他の包括利益        

純損益に振り替えられることのない項目        

その他の包括利益を通じて公正価値で 

測定する金融資産 
  363   △224 

確定給付制度の再測定   47   △92 

持分法適用会社のその他の包括利益に対す

る持分 
  29   3 

純損益に振り替えられることのない項目合

計 
  438   △314 

         

純損益に振り替えられる可能性のある項目        

在外営業活動体の換算差額   1,600   100 

持分法適用会社のその他の包括利益に 

対する持分 
  201   △51 

純損益に振り替えられる可能性のある項目

合計 
  1,801   49 

税引後その他の包括利益   2,239   △265 

四半期包括利益   7,662   5,144 

         

四半期包括利益の帰属        

親会社の所有者   5,140   3,045 

非支配持分   2,522   2,099 

四半期包括利益   7,662   5,144 
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（３）要約四半期連結持分変動計算書

前第２四半期連結累計期間（自 2017年４月１日 至 2017年９月30日） 

（単位：百万円） 
 

   

親会社の所有者に帰属する持分 

非支配 
持分 

資本合計 
資本金 

資本 
剰余金 

自己株式 
利益 

剰余金 

その他の 
資本の 
構成要素 

合計 

2017年４月１日時点の残高 3,694 3,908 △526 135,255 6,043 148,374 24,396 172,770

新会計基準適用による累積的
影響額 

－ － － － － － － － 

新会計基準適用を反映した当
期首残高 

3,694 3,908 △526 135,255 6,043 148,374 24,396 172,770

四半期包括利益                  

四半期利益   － － － 3,284 － 3,284 2,139 5,423

その他の包括利益   － － － － 1,857 1,857 382 2,239

四半期包括利益合計   － － － 3,284 1,857 5,140 2,522 7,662

所有者との取引額等                  

自己株式の増減   － － △0 － － △0 － △0 

配当金   － － － △1,464 － △1,464 △485 △1,949 

その他の資本の構成要素 
から利益剰余金への振替 

－ － － 76 △76 － － － 

所有者との取引額等合計 － － △0 △1,388 △76 △1,464 △485 △1,949 

2017年９月30日時点の残高 3,694 3,908 △526 137,151 7,824 152,050 26,433 178,483 

 

当第２四半期連結累計期間（自 2018年４月１日 至 2018年９月30日） 

（単位：百万円） 
 

   

親会社の所有者に帰属する持分 

非支配 
持分 

資本合計 
資本金 

資本 
剰余金 

自己株式 
利益 

剰余金 

その他の 
資本の 
構成要素 

合計 

2018年４月１日時点の残高 3,694 3,908 △526 123,713 6,060 136,849 25,596 162,445

新会計基準適用による累積的
影響額 

－ － － 187 － 187 7 194 

新会計基準適用を反映した当
期首残高 

3,694 3,908 △526 123,900 6,060 137,035 25,603 162,638

四半期包括利益                  

四半期利益   － － － 3,371 － 3,371 2,038 5,409

その他の包括利益   － － － － △325 △325 61 △265

四半期包括利益合計   － － － 3,371 △325 3,045 2,099 5,144

所有者との取引額等                  

自己株式の増減   － － △0 － － △0 － △0 

配当金   － － － △1,464 － △1,464 △554 △2,018 

その他の資本の構成要素 
から利益剰余金への振替 

－ － － △92 92 － － － 

所有者との取引額等合計 － － △0 △1,556 92 △1,464 △554 △2,018 

2018年９月30日時点の残高 3,694 3,908 △526 125,714 5,827 138,617 27,148 165,765 
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（４）要約四半期連結キャッシュ・フロー計算書

（単位：百万円） 
 

   
前第２四半期連結累計期間 
（自 2017年４月１日 
至 2017年９月30日） 

 
当第２四半期連結累計期間 
（自 2018年４月１日 
至 2018年９月30日） 

営業活動によるキャッシュ・フロー        

税引前四半期利益   7,105   7,777 

減価償却費及び償却費   4,815   4,753 

金融収益及び金融費用（△は益）   △739   △817 

持分法による投資損益（△は益）   502   530 

引当金及び退職給付に係る負債の増減 

（△は減少） 
  97   △199 

営業債権の増減（△は増加）   184   2,140 

棚卸資産の増減（△は増加）   △1,400   △2,713 

営業債務の増減（△は減少）   △322   △1,489 

その他   △614   △2,026 

小計   9,629   7,956 

利息及び配当金受取額   754   832 

利息の支払額   △49   △45 

法人所得税の支払額   △2,098   △2,925 

営業活動によるキャッシュ・フロー   8,237   5,818 

投資活動によるキャッシュ・フロー        

定期預金の純増減額（△は増加）   148   △3,187 

有形固定資産の取得による支出   △3,919   △4,648 

有形固定資産の売却による収入   122   24 

無形資産の取得による支出   △133   △117 

その他   88   6 

投資活動によるキャッシュ・フロー   △3,694   △7,921 

財務活動によるキャッシュ・フロー        

短期借入金の純増減額（△は減少）   △980   1,589 

長期借入れによる収入   777   － 

長期借入金の返済による支出   △241   △241 

配当金の支払額   △1,464   △1,464 

非支配株主への配当金の支払額   △485   △554 

その他   △2   △5 

財務活動によるキャッシュ・フロー   △2,394   △675 

現金及び現金同等物に係る換算差額   428   △291 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少）   2,576   △3,070 

現金及び現金同等物の期首残高   38,541   40,669 

現金及び現金同等物の四半期末残高   41,117   37,600 
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（５）要約四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記） 

該当事項はありません。 

 

（会計方針の変更） 

 要約四半期連結財務諸表において適用する重要な会計方針は、以下を除き、前連結会計年度

に係る連結財務諸表において適用した会計方針と同一です。なお、当第２四半期連結累計期間

の法人所得税費用は、連結会計年度全体についての予想加重平均税率に基づいて算定されてい

ます。 

 

 当社グループは、第１四半期連結会計期間よりIFRS第15号「顧客との契約から生じる収益」

（以下「IFRS第15号」という。）を適用しています。適用にあたっては、適用開始日（2018年

４月１日）時点で完了していない契約にのみ遡及適用し、累積的影響を適用開始日に認識する

経過措置を採用しています。 

 また、当社グループは、契約開始時において、約束した財又はサービスを顧客に移転する時

点と顧客が当該財又はサービスに対して支払を行う時点との間の期間が１年以内となると見込

んでいる場合には、約束した対価の金額を重大な金融要素の影響について調整していません。 

 IFRS第15号の適用により、約束した財又はサービスの顧客への移転を当該財又はサービスと

の交換で権利を得ると見込んでいる対価を反映する金額で描写するため、以下のステップを適

用して収益を認識しています。 

ステップ1：顧客との契約を識別する。 

ステップ2：契約における履行義務を識別する。 

ステップ3：取引価格を算定する。 

ステップ4：取引価格を契約における履行義務に配分する。 

ステップ5：履行義務の充足時に（又は充足するにつれて）収益を認識する。 

 当社グループは、主に自動車用ブレーキシステム及び部品の製造・販売を行っていますが、

当該履行義務については、顧客の検収が完了した時点において値引き及び割戻しを考慮後の価

額で収益を認識しています。 

 IFRS第15号の適用に伴い、自動車用ブレーキシステム及び部品の製造に関連する金型の譲渡

に関し、一部の連結子会社においては、新たに別個の履行義務として認識しています。また、

顧客との契約を履行するために発生したコストの一部について資産として計上し、関連する財

の顧客への移転と整合的で規則的な基礎で償却しています。 

 この結果、従来の会計基準を適用した場合と比較して、第１四半期連結会計期間の期首にお

いて、繰延税金資産が12百万円、その他の流動負債が28百万円、その他の非流動負債が163百万

円減少し、その他の流動資産が50百万円、その他の非流動資産が６百万円、繰延税金負債が40

百万円、利益剰余金が187百万円、非支配持分が７百万円増加しています。 

 なお、この累積的影響以外に要約四半期連結財政状態計算書及び要約四半期連結損益計算書

に与える影響は軽微です。 
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（セグメント情報） 

1.報告セグメントの概要 

 当社グループは、グループ全体として主にブレーキシステム等自動車部品の製造・販売をし

ています。 

 当社及び各子会社はそれぞれ独立した経営単位ですが、地域別に包括的な戦略を立案し、事

業活動を展開しています。 

 したがって、当社グループは、地域別の事業セグメントである、「日本」、「北米」、「ア

ジア」及び「南米・欧州」の４つを報告セグメントとしています。なお、当該報告セグメント

の決定に当たって、事業セグメントの集約は行っていません。 

 セグメント利益は、営業利益ベースの数値です。また、セグメント間の内部売上高は、市場

実勢価格に基づいています。 

 

2.セグメント収益及び業績 

 当社グループの報告セグメントによる収益及び業績は以下のとおりです。 

前第２四半期連結累計期間（自 2017年４月１日 至 2017年９月30日） 

          （単位：百万円） 

  報告セグメント 

合計 
調整額 
（注） 

連結 
  日本 北米 アジア 

南米・ 
欧州 

売上高              

外部顧客への売上高 12,376 22,132 50,821 6,180 91,509 － 91,509 

セグメント間の内部売
上高 

12,050 273 2,534 23 14,880 △14,880 － 

合計 24,426 22,404 53,355 6,203 106,389 △14,880 91,509 

セグメント利益（△は損
失） 

1,352 △792 6,044 288 6,892 56 6,948 

金融収益             754 

金融費用             △95 

持分法による投資損益
（△は損失） 

            △502 

税引前四半期利益             7,105 

（注）調整額は、セグメント間取引消去によるものです。 

 

当第２四半期連結累計期間（自 2018年４月１日 至 2018年９月30日） 

          （単位：百万円） 

  報告セグメント 

合計 
調整額 
（注） 

連結 
  日本 北米 アジア 

南米・ 
欧州 

売上高              

外部顧客への売上高 13,528 18,808 53,096 6,700 92,132 － 92,132 

セグメント間の内部売
上高 

12,056 427 3,582 16 16,081 △16,081 － 

合計 25,583 19,235 56,679 6,717 108,213 △16,081 92,132 

セグメント利益（△は損
失） 

659 △301 6,364 518 7,240 78 7,317 

金融収益             1,032 

金融費用             △43 

持分法による投資損益
（△は損失） 

            △530 

税引前四半期利益             7,777 

（注）調整額は、セグメント間取引消去によるものです。 
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